
　

＊
波
乱
の
町
「
長
谷
」

＊
波
乱
の
町
「
長
谷
」　

巨
大
な
阿
弥
陀
仏
と
観
音
の

巨
大
な
阿
弥
陀
仏
と
観
音
の

鎮
座
す
る
長
谷
は
、
鎌
倉
の

鎮
座
す
る
長
谷
は
、
鎌
倉
の

極
楽
浄
土
で
し
た
。
た
だ
西

極
楽
浄
土
で
し
た
。
た
だ
西

は
ず
れ
に
あ
る
の
で
、
真
っ

は
ず
れ
に
あ
る
の
で
、
真
っ

先
に
合
戦
場
に
さ
れ
る
町
で

先
に
合
戦
場
に
さ
れ
る
町
で

も
あ
り
ま
し
た
。
海
に
近
い

も
あ
り
ま
し
た
。
海
に
近
い

た
め
、
災
害
に
も
見
舞
わ
れ

た
め
、
災
害
に
も
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

長
谷
っ
子
だ
っ
た
石
渡
弘

　

長
谷
っ
子
だ
っ
た
石
渡
弘

雄
さ
ん
の
回
顧
録
に
関
東
大

雄
さ
ん
の
回
顧
録
に
関
東
大

震
災
の
話
が
載
っ
て
い
ま

震
災
の
話
が
載
っ
て
い
ま

す
。
町
は
壊
滅
、
甘
縄
神
明

す
。
町
は
壊
滅
、
甘
縄
神
明

社
は
避
難
す
る
人
々
で
阿
鼻

社
は
避
難
す
る
人
々
で
阿
鼻

叫
喚
の
世
界
だ
っ
た
と
あ
り

叫
喚
の
世
界
だ
っ
た
と
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
津
波
が
「
轟

ま
す
。
そ
こ
に
津
波
が
「
轟

音
と
共
に
…
ま
っ
黒
に
な
っ

音
と
共
に
…
ま
っ
黒
に
な
っ

て
」
と
い
う
く
だ
り
は
迫
力

て
」
と
い
う
く
だ
り
は
迫
力

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
江

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
江

ノ
電
の
レ
ー
ル
の
基
礎
が
し

ノ
電
の
レ
ー
ル
の
基
礎
が
し

っ
か
り
し
た
版
築
構
造
だ
っ

っ
か
り
し
た
版
築
構
造
だ
っ

た
の
で
、
津
波
を
止
め
た
の

た
の
で
、
津
波
を
止
め
た
の

は
幸
い
で
し
た
。

は
幸
い
で
し
た
。

　

＊
新
宿
橋
の
マ
イ
ナ
ス
パ

＊
新
宿
橋
の
マ
イ
ナ
ス
パ

ワ
ー　
ワ
ー　

大
根
会
の
長
谷
め
ぐ

大
根
会
の
長
谷
め
ぐ

り
は
踏
切
脇
の
新
宿
橋
か
ら

り
は
踏
切
脇
の
新
宿
橋
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
昔
、
橋
の

始
ま
り
ま
し
た
。
昔
、
橋
の

た
も
と
に
は
庚
申
塔
や
石
仏

た
も
と
に
は
庚
申
塔
や
石
仏

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
途
中
で
地

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
途
中
で
地

震
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急

震
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急

対
応
に
備
え
た
「
避
難
訓
練

対
応
に
備
え
た
「
避
難
訓
練

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９
」

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９
」

が
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
な
ぎ

が
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
な
ぎ

さ
ホ
ー
ル
で
９
月
３
日
に
行

さ
ホ
ー
ル
で
９
月
３
日
に
行

わ
れ
、
約
百
人
の
観
客
が
参

わ
れ
、
約
百
人
の
観
客
が
参

加
し
た

加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
同
ホ
ー
ル

。
同
ホ
ー
ル

で
は
毎
年
職
員
の
訓
練
は
行

で
は
毎
年
職
員
の
訓
練
は
行

っ
て
き
た
が
、
観
客
を
動
員

っ
て
き
た
が
、
観
客
を
動
員

し
て
の
実
施
は
初
め
て
。

し
て
の
実
施
は
初
め
て
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ど
こ
で

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ど
こ
で

訓
練
の
た
め
途
切
れ
る
か
わ

訓
練
の
た
め
途
切
れ
る
か
わ

備
え
て
は
」
な
ど
の
声
が
あ

備
え
て
は
」
な
ど
の
声
が
あ

っ
た
。

っ
た
。

　

市
消
防
本
部
は
「
的
確
な

　

市
消
防
本
部
は
「
的
確
な

情
報
提
供
が
あ
り
落
ち
着
い

情
報
提
供
が
あ
り
落
ち
着
い

て
避
難
で
き
た
と
思
う
が
、

て
避
難
で
き
た
と
思
う
が
、

本
来
は
建
物
の
外
へ
の
避
難

本
来
は
建
物
の
外
へ
の
避
難

と
な
る
。
煙
を
吸
い
込
ま
な

と
な
る
。
煙
を
吸
い
込
ま
な

い
よ
う
誘
導
灯
の
方
へ
逃
げ

い
よ
う
誘
導
灯
の
方
へ
逃
げ

る
こ
と
が
大
切
」
と
講
評
。

る
こ
と
が
大
切
」
と
講
評
。

　

訓
練
終
了
後
コ
ン
サ
ー
ト

　

訓
練
終
了
後
コ
ン
サ
ー
ト

は
再
開
。
同
ホ
ー
ル
事
業
課

は
再
開
。
同
ホ
ー
ル
事
業
課

は
「
ス
ム
ー
ズ
な
訓
練
が
で

は
「
ス
ム
ー
ズ
な
訓
練
が
で

き
た
と
思
う
が
、
今
後
は
津

き
た
と
思
う
が
、
今
後
は
津

波
に
対
す
る
想
定
も
必
要
」

波
に
対
す
る
想
定
も
必
要
」

と
次
回
へ
の
課
題
を
に
じ
ま

と
次
回
へ
の
課
題
を
に
じ
ま

せ
た
。

せ
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

鎌
倉
の
十
二
所
果
樹
園
で

　

鎌
倉
の
十
二
所
果
樹
園
で

９
月
７
日
、
鎌
倉
風
致
保
存

９
月
７
日
、
鎌
倉
風
致
保
存

会
主
催
の
「
家
族
で
栗
拾

会
主
催
の
「
家
族
で
栗
拾

い
」
が
行
わ
れ
、

い
」
が
行
わ
れ
、
1313
家
族
家
族
4848

人
（
大
人

人
（
大
人
2727
人
、
子
ど
も

人
、
子
ど
も
2121

人
）
が
参
加
し
た

人
）
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真

上
。

　

残
暑
の
中
、
す
や
す
や
眠

　

残
暑
の
中
、
す
や
す
や
眠

る
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
た
ま

る
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
た
ま

ま
上
手
に
イ
ガ
か
ら
栗
を
取

ま
上
手
に
イ
ガ
か
ら
栗
を
取

　

先
進
都
市
の

　

先
進
都
市
の
S
D
G
ｓ
事
ｓ
事

情
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て

情
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
あ
る
大
学

い
た
と
こ
ろ
に
、
あ
る
大
学

の
地
球
環
境
の
教
授
が
ゼ
ミ

の
地
球
環
境
の
教
授
が
ゼ
ミ

生
を
ド
イ
ツ
の

生
を
ド
イ
ツ
の
S
D
G
ｓ
先
ｓ
先

進
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
連

進
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
連

れ
て
い
く
の
に
同
行
す
る
話

れ
て
い
く
の
に
同
行
す
る
話

が
持
ち
上
が
り
、
９
月
上

が
持
ち
上
が
り
、
９
月
上

旬
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
４
日

旬
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
４
日

ほ
ど
滞
在
し
、

ほ
ど
滞
在
し
、
S
D
G
ｓ
取
ｓ
取

か
ら
な
い
ま
ま
通
常
通
り
開

か
ら
な
い
ま
ま
通
常
通
り
開

演
さ
れ
た
。
都
内
を
中
心
に

演
さ
れ
た
。
都
内
を
中
心
に

活
躍
す
る
音
大
卒
の
若
手
実

活
躍
す
る
音
大
卒
の
若
手
実

力
派
四
重
奏
団
「
ア
ー
バ
ン

力
派
四
重
奏
団
「
ア
ー
バ
ン 

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン 

カ
ル
テ
ッ

カ
ル
テ
ッ

ト
」
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲

ト
」
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲

を
終
え
た
序
盤
に
緊
急
地
震

を
終
え
た
序
盤
に
緊
急
地
震

速
報
が
流
れ
、
東
京
湾
を
震

速
報
が
流
れ
、
東
京
湾
を
震

源
と
す
る
Ｍ
７
・
２
、
震
度

源
と
す
る
Ｍ
７
・
２
、
震
度

６
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
と

６
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
の
も
と
、
観
客
た

い
う
想
定
の
も
と
、
観
客
た

ち
は
一
斉
に
頭
を
保
護
し
そ

ち
は
一
斉
に
頭
を
保
護
し
そ

の
場
に
か
が
み
込
ん
だ
。

の
場
に
か
が
み
込
ん
だ
。

　

３
階
で
も
火
災
が
発
生
し

　

３
階
で
も
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
館
内
放
送
で
、
職

た
と
い
う
館
内
放
送
で
、
職

員
ら
は
安
全
な
避
難
経
路
を

員
ら
は
安
全
な
避
難
経
路
を

確
か
め
、
観
客
を
１
階
へ
誘

確
か
め
、
観
客
を
１
階
へ
誘

導
し
人
数
確
認
を
行
っ
た
。

導
し
人
数
確
認
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
誘
導
員
の

　

参
加
者
か
ら
「
誘
導
員
の

声
が
よ
く
聞
こ
え
た
の
で
ス

声
が
よ
く
聞
こ
え
た
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
た
」

ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
た
」

「
座
席
の
下
に
防
災
頭
巾
を

「
座
席
の
下
に
防
災
頭
巾
を

り
組
み
を
見
て
き
た
。　

り
組
み
を
見
て
き
た
。　

　

S
D
G
ｓ
目
標

ｓ
目
標
1313
の
「
気

の
「
気

候
変
動
へ
の
具
体
的
な
対

候
変
動
へ
の
具
体
的
な
対

策
」
の
取
り
組
み
で
、
▼
太

策
」
の
取
り
組
み
で
、
▼
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
が
市

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
が
市

街
地
、
郊
外
の
そ
こ
か
し
こ

街
地
、
郊
外
の
そ
こ
か
し
こ

で
見
ら
れ
た
。
▼
自
動
車
台

で
見
ら
れ
た
。
▼
自
動
車
台

数
の
低
減
と
低
い
車
依
存

数
の
低
減
と
低
い
車
依
存

率
。
徹
底
し
た
ト
ラ
ム
と
バ

率
。
徹
底
し
た
ト
ラ
ム
と
バ

ス
の
連
携
に
よ
る
交
通
の

ス
の
連
携
に
よ
る
交
通
の

便
、
街
は
ず
れ
の
集
合
駐
車

便
、
街
は
ず
れ
の
集
合
駐
車

場
、
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
街

場
、
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
街

区
の
設
計
な
ど
に
よ
り
車
社

区
の
設
計
な
ど
に
よ
り
車
社

会
と
の
離
別
が
始
ま
っ
て
い

会
と
の
離
別
が
始
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。
▼
分
別

る
よ
う
に
感
じ
た
。
▼
分
別

資
源
化
に
よ
り
リ
サ
イ
ク

資
源
化
に
よ
り
リ
サ
イ
ク

ル
率
ル
率
6767
％
（
熱
回
収
含
ま

％
（
熱
回
収
含
ま

ず
）
、
残
り

ず
）
、
残
り
3333
％
は
焼
却
。

％
は
焼
却
。

埋
め
立
て
ゼ
ロ
。

埋
め
立
て
ゼ
ロ
。

　

こ
れ
ら
気
候
変
動
に
対
す

　

こ
れ
ら
気
候
変
動
に
対
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
み

る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
み

ら
れ
る
環
境
的
先
進
性
は
、

ら
れ
る
環
境
的
先
進
性
は
、

同
市
に
原
発
が
で
き
る
こ
と

同
市
に
原
発
が
で
き
る
こ
と

へ
の
反
対
に
端
を
発
し
、市

へ
の
反
対
に
端
を
発
し
、市

民
パ
ワ
ー
の
成
果
と
聞
く
。

民
パ
ワ
ー
の
成
果
と
聞
く
。

　

こ
こ
鎌
倉
は

　

こ
こ
鎌
倉
は
S
D
G
ｓ
未
ｓ
未

来
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、

来
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、

市
民
活
動
が
盛
ん
な
地
で
も

市
民
活
動
が
盛
ん
な
地
で
も

あ
る
。
日
ご
ろ
の
活
動
か
ら

あ
る
。
日
ご
ろ
の
活
動
か
ら

感
じ
て
い
る
「
市
民
活
動
を

感
じ
て
い
る
「
市
民
活
動
を

S
D
G
ｓ
と
い
う
ベ
ク
ト
ル

ｓ
と
い
う
ベ
ク
ト
ル

に
合
わ
せ
る
」
と
「
人
材
を

に
合
わ
せ
る
」
と
「
人
材
を

育
成
す
る
」
の
必
要
性
の
感

育
成
す
る
」
の
必
要
性
の
感

を
強
く
し
た
。

を
強
く
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
こ
の
二
つ
の

　

こ
れ
を
機
に
こ
の
二
つ
の

目
標
に
沿
っ
て

目
標
に
沿
っ
て
S
D
G
ｓ
活
ｓ
活

動
の
中
間
支
援
的
な
活
動
に

動
の
中
間
支
援
的
な
活
動
に

注
力
し
て
い
き
た
い
。

注
力
し
て
い
き
た
い
。

　

千
三
百
年
も
前
か
ら
愛
さ

　

千
三
百
年
も
前
か
ら
愛
さ

れ
続
け
る
短
歌
。

れ
続
け
る
短
歌
。

「
な
ぜ
な
の
だ
ろ

「
な
ぜ
な
の
だ
ろ

う
。
ど
こ
に
そ
の

う
。
ど
こ
に
そ
の

魅
力
が
あ
る
の

魅
力
が
あ
る
の

か
。
一
体
、
短
歌

か
。
一
体
、
短
歌

と
は
、
何
な
の

と
は
、
何
な
の

か
」
。
そ
の
問
い
に
著
者

か
」
。
そ
の
問
い
に
著
者

は
、
歌
人
と
し
て
の
自
身
の

は
、
歌
人
と
し
て
の
自
身
の

体
験
を
通
し
て
向
き
合
っ
て

体
験
を
通
し
て
向
き
合
っ
て

い
く
。

い
く
。

　

「
短
歌
と
音
楽
性
」
の
章

　

「
短
歌
と
音
楽
性
」
の
章

で
は
、
合
唱
組
曲
を
作
詞
し

で
は
、
合
唱
組
曲
を
作
詞
し

た
経
験
な
ど
を
振
り
返
り
な

た
経
験
な
ど
を
振
り
返
り
な

が
ら
、「
短
歌
は
、
で
き
れ

が
ら
、「
短
歌
は
、
で
き
れ

ば
自
然
に
口
を
つ
い
て
出
て

ば
自
然
に
口
を
つ
い
て
出
て

く
る
よ
う
な
〝
語
感
〞〝
音

く
る
よ
う
な
〝
語
感
〞〝
音

楽
〞
が
非
常
に
大
切
で
あ

楽
〞
が
非
常
に
大
切
で
あ

る
」
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

る
」
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

「
歌
を
作
っ
た
ら
、
そ
れ
を

「
歌
を
作
っ
た
ら
、
そ
れ
を

鏡
の
前
で
声
に
出
し
て
言
っ

鏡
の
前
で
声
に
出
し
て
言
っ

て
み
る
」
こ
と
を
勧
め
て
い

て
み
る
」
こ
と
を
勧
め
て
い

る
と
い
う
。

る
と
い
う
。

　

「
良
い
歌
な
ら
、
つ
っ
か

　

「
良
い
歌
な
ら
、
つ
っ
か

え
な
い
で
読
み
下
せ
る
は
ず

え
な
い
で
読
み
下
せ
る
は
ず

な
の
で
あ
る
。
も
し
言
い
に

な
の
で
あ
る
。
も
し
言
い
に

く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ

く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
眼
で
読
む
読
者
側
の
頭

れ
を
眼
で
読
む
読
者
側
の
頭

や
心
に
は
、
完
全
な
形
で
映

や
心
に
は
、
完
全
な
形
で
映

す
こ
と
は
不
可
能
、
と
い
う

す
こ
と
は
不
可
能
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
」

こ
と
に
な
る
」

　

短
歌
は
「
定
型
を
も
つ
現

　

短
歌
は
「
定
型
を
も
つ
現

代
詩
」
だ
と
著
者
は
い
う
。

代
詩
」
だ
と
著
者
は
い
う
。

「
あ
る
時
は
風
の
よ
う
に
さ

「
あ
る
時
は
風
の
よ
う
に
さ

わ
や
か
に
、
あ
る
時
は
炎
の

わ
や
か
に
、
あ
る
時
は
炎
の

よ
う
に
燃
え
、
ま
た
あ
る
時

よ
う
に
燃
え
、
ま
た
あ
る
時

は
時
雨
に
濡
れ
る
よ
う
な
体

は
時
雨
に
濡
れ
る
よ
う
な
体

感
に
、
多
く
の
人
々
が
共
感

感
に
、
多
く
の
人
々
が
共
感

を
持
つ
。
思
え
ば
ふ
し
ぎ
な

を
持
つ
。
思
え
ば
ふ
し
ぎ
な

小
詩
型
で
あ
る
」
。

小
詩
型
で
あ
る
」
。

　

雑
誌
『
星
座
―
歌
と
こ
と

　

雑
誌
『
星
座
―
歌
と
こ
と

ば
』（
か
ま
く
ら
春
秋
社
）

ば
』（
か
ま
く
ら
春
秋
社
）

に
執
筆
し
た
連
載
を
一
冊
に

に
執
筆
し
た
連
載
を
一
冊
に

ま
と
め
た
。
２
５
０
０
円

ま
と
め
た
。
２
５
０
０
円

（
税
別
）
。
砂
小
屋
書
房
☎

（
税
別
）
。
砂
小
屋
書
房
☎

0303
・
３
２
５
６
・
４
７
０
８

・
３
２
５
６
・
４
７
０
８

　

石
段
を
上
り
、
鳥
居
を
く

　

石
段
を
上
り
、
鳥
居
を
く

ぐ
る
と
、
右
に
船
形
の
庚
申

ぐ
る
と
、
右
に
船
形
の
庚
申

塔
が
あ
り
、
奥
に
御
嶽
大
神

塔
が
あ
り
、
奥
に
御
嶽
大
神

な
ど
の
修
験
道
の
碑
が
並
ん

な
ど
の
修
験
道
の
碑
が
並
ん

で
い
ま
す
。
左
に
も
富
士
浅

で
い
ま
す
。
左
に
も
富
士
浅

間
神
社
な
ど
の
碑
が
並
ん
で

間
神
社
な
ど
の
碑
が
並
ん
で

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

こ
の
境
内
で
一
番
強
い
パ

　

こ
の
境
内
で
一
番
強
い
パ

ワ
ー
を
発
し
て
い
る
の
は
、

ワ
ー
を
発
し
て
い
る
の
は
、

　

熊
本
の
復
旧
支
援
活
動
を

　

熊
本
の
復
旧
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
熊
本
復
旧
支

行
っ
て
い
る
「
熊
本
復
旧
支

援
鎌
倉
有
志
の
会
」（
大
貫

援
鎌
倉
有
志
の
会
」（
大
貫

昭
彦
代
表
）
が
、

昭
彦
代
表
）
が
、
1010
月
2525

日
、
細
川
家
ゆ
か
り
の
施

日
、
細
川
家
ゆ
か
り
の
施

設
、
史
跡
め
ぐ
り
を
行
う
。

設
、
史
跡
め
ぐ
り
を
行
う
。

　

昨
年
は
、
鎌
倉
市
大
町
の

　

昨
年
は
、
鎌
倉
市
大
町
の

妙
法
寺
で
、
肥
後
熊
本
の
藩

妙
法
寺
で
、
肥
後
熊
本
の
藩

主
細
川

主
細
川
斉な

り
し
げ

な
り
し
げ茲
が
寄
進
し
た
総

が
寄
進
し
た
総

檜
造
り
の
本
殿
と
、
愛
娘

檜
造
り
の
本
殿
と
、
愛
娘
耇ご

う
ご
う

姫
を
追
悼
し
て
制
作
さ
せ
た

姫
を
追
悼
し
て
制
作
さ
せ
た

天
井
画
や
障
壁
画
な
ど
を
特

天
井
画
や
障
壁
画
な
ど
を
特

別
公
開
し
、
集
ま
っ
た
募
金

別
公
開
し
、
集
ま
っ
た
募
金

を
熊
本
に
送
っ
た
。

を
熊
本
に
送
っ
た
。

　

今
回
は
、
細
川
家
伝
来
の

　

今
回
は
、
細
川
家
伝
来
の

美
術
工
芸
品
な
ど
を
収
蔵
す

美
術
工
芸
品
な
ど
を
収
蔵
す

る
永
青
文
庫
の
見
学
を
学
芸

る
永
青
文
庫
の
見
学
を
学
芸

員
の
解
説
で
行
い
、
隣
接
す

員
の
解
説
で
行
い
、
隣
接
す

る
細
川
庭
園
散
策
の
後
、
品

る
細
川
庭
園
散
策
の
後
、
品

川
区
に
移
動
し
て
細
川
家
の

川
区
に
移
動
し
て
細
川
家
の

墓
地
を
訪
ね
、
妙
法
寺
ゆ
か

墓
地
を
訪
ね
、
妙
法
寺
ゆ
か

り
の
り
の
耇
姫
の
墓
参
を
す
る
。

姫
の
墓
参
を
す
る
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
、
地
下
鉄
有
楽

時
、
地
下
鉄
有
楽

町
線
江
戸
川
橋
改
札
口
集

町
線
江
戸
川
橋
改
札
口
集

合
、午
後
３
時
半
解
散
予
定
。

合
、午
後
３
時
半
解
散
予
定
。

　

参
加
費
千
円
（
入
館
料
別

　

参
加
費
千
円
（
入
館
料
別

途
）
。
当
日
受
付
（
事
前
申

途
）
。
当
日
受
付
（
事
前
申

込
不
要
）
。
問
い
合
わ
せ
大

込
不
要
）
。
問
い
合
わ
せ
大

貫
方
☎
０
４
６
７
・

貫
方
☎
０
４
６
７
・
6161
・
２
・
２

７
４
７

７
４
７

り
出
し
て
い
た
お
父
さ
ん

り
出
し
て
い
た
お
父
さ
ん

や
、「
栗
の
渋
皮
煮
」
を
作

や
、「
栗
の
渋
皮
煮
」
を
作

る
と
は
り
き
っ
て
い
た
お
ば

る
と
は
り
き
っ
て
い
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
な
ど
が
栗
拾
い
を

あ
ち
ゃ
ん
な
ど
が
栗
拾
い
を

楽
し
ん
だ
。
昨
年
よ
り
栗
の

楽
し
ん
だ
。
昨
年
よ
り
栗
の

生
育
が
良
く
、
大
き
く
丸
々

生
育
が
良
く
、
大
き
く
丸
々

と
し
た
栗
が
収
穫
で
き
、
合

と
し
た
栗
が
収
穫
で
き
、
合

計
で
計
で
1818
・
８
㎏
を
買
い
上
げ

・
８
㎏
を
買
い
上
げ

て
も
ら
っ
た
。

て
も
ら
っ
た
。

　

９
月
９
日
関
東
を
直
撃
し

　

９
月
９
日
関
東
を
直
撃
し

た
台
風

た
台
風
1515
号
に
よ
っ
て
、
十

号
に
よ
っ
て
、
十

二
所
果
樹
園
で
数
カ
所
の
崖

二
所
果
樹
園
で
数
カ
所
の
崖

崩
れ
、
多
数
の
倒
木
、
落
石

崩
れ
、
多
数
の
倒
木
、
落
石

等
が
発
生

等
が
発
生
＝
写
真
下

＝
写
真
下
。
朝
夷

。
朝
夷

奈
切
通
入
口
か
ら
十
二
所
果

奈
切
通
入
口
か
ら
十
二
所
果

樹
園
に
至
る
道
路
で
も
数
カ

樹
園
に
至
る
道
路
で
も
数
カ

所
の
崖
崩
れ
、
倒
木
、
落
石

所
の
崖
崩
れ
、
倒
木
、
落
石

等
が
あ
り
大
変
危
険
な

等
が
あ
り
大
変
危
険
な

た
め
、
十
二
所
果
樹
園

た
め
、
十
二
所
果
樹
園

内
は
通
行
を
禁
止
し
、

内
は
通
行
を
禁
止
し
、

門
扉
を
閉
鎖
し
て
い

門
扉
を
閉
鎖
し
て
い

る
。
被
害
は
極
め
て
深

る
。
被
害
は
極
め
て
深

刻
な
状
況
で
、
復
旧
に

刻
な
状
況
で
、
復
旧
に

は
時
間
と
多
額
の
費
用

は
時
間
と
多
額
の
費
用

が
か
か
る
と
い
う
。

が
か
か
る
と
い
う
。

　

同
保
存
会
で
は
、
早

　

同
保
存
会
で
は
、
早

春
に
一
面
に
咲
き
香
る
白

春
に
一
面
に
咲
き
香
る
白

梅
、
展
望
台
か
ら
の
富
士
山

梅
、
展
望
台
か
ら
の
富
士
山

を
含
む
す
が
す
が
し
い
眺
め

を
含
む
す
が
す
が
し
い
眺
め

な
ど
、
魅
力
あ
る
十
二
所
果

な
ど
、
魅
力
あ
る
十
二
所
果

樹
園
を
保
全
し
て
い
く
た
め

樹
園
を
保
全
し
て
い
く
た
め

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と

話
し
て
い
る
。

話
し
て
い
る
。

庚
申
塔
の
よ
う
で

庚
申
塔
の
よ
う
で

す
。表
に「
庚
申
観

す
。表
に「
庚
申
観

音
」「
正
徳
二
年
」

音
」「
正
徳
二
年
」

の
文
字
が
刻
ん
で

の
文
字
が
刻
ん
で

あ
り
ま
す
。
３
０
０
年
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
３
０
０
年
ほ
ど

前
、
海
か
ら
引
上
げ
ら
れ
た

前
、
海
か
ら
引
上
げ
ら
れ
た

石
の
よ
う
で
す
。
坂
ノ
下
の

石
の
よ
う
で
す
。
坂
ノ
下
の

御
霊
神
社
の
石
上
さ
ま
と
同

御
霊
神
社
の
石
上
さ
ま
と
同

様
に
海
の
パ
ワ
ー
を
秘
め
て

様
に
海
の
パ
ワ
ー
を
秘
め
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

＊
大
太
刀
神
社
パ
ワ
ー
ラ

＊
大
太
刀
神
社
パ
ワ
ー
ラ

イ
ン
イ
ン　

長
崎
神
社
、
富
士
浅

　

長
崎
神
社
、
富
士
浅

間
神
社
、
駒
ケ
嶽
神
社
と
三

間
神
社
、
駒
ケ
嶽
神
社
と
三

が
立
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

が
立
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

御
嶽
神
社
に
移
さ
れ
、
三
角

御
嶽
神
社
に
移
さ
れ
、
三
角

の
空
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
空
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
皆
さ
ん
マ
イ
ナ

　

こ
こ
で
は
皆
さ
ん
マ
イ
ナ

ス
の
反
応
を
見
せ
ま
し
た
。

ス
の
反
応
を
見
せ
ま
し
た
。

頭
が
痛
い
と
言
う
人
も
い
ま

頭
が
痛
い
と
言
う
人
も
い
ま

す
。大
根
師
は「
石
仏
な
ど
を

す
。大
根
師
は「
石
仏
な
ど
を

人
の
都
合
で
動
か
し
た
の
が

人
の
都
合
で
動
か
し
た
の
が

よ
く
な
い
の
だ
」
と
言
わ
れ

よ
く
な
い
の
だ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
橋
の
下
に
は
ア
カ

ま
し
た
。
橋
の
下
に
は
ア
カ

テ
ガ
ニ
が
鋏
を
振
り
上
げ
て

テ
ガ
ニ
が
鋏
を
振
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。抗
議
の
仕
草
か
、

い
ま
し
た
。抗
議
の
仕
草
か
、

踏
切
を
注
意
し
て
渡
り
な
さ

踏
切
を
注
意
し
て
渡
り
な
さ

い
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
か
。

い
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
か
。

　

＊
御
嶽
神
社
の
海
神
？

＊
御
嶽
神
社
の
海
神
？　

　

次
に
訪
ね
た
の
は
御
嶽
神

　

次
に
訪
ね
た
の
は
御
嶽
神

社
で
し
た
。
社
殿
は
砂
丘
に

社
で
し
た
。
社
殿
は
砂
丘
に

立
ち
、前
面
は
由
比
ヶ
浜
、下

立
ち
、前
面
は
由
比
ヶ
浜
、下

に
湘
南
道
路
（
国
道
１
３
４

に
湘
南
道
路
（
国
道
１
３
４

号
線
）
が
走
っ
て
い
ま
す
。

号
線
）
が
走
っ
て
い
ま
す
。

つ
の
碑
の
並
ぶ
前
に
も
パ
ワ

つ
の
碑
の
並
ぶ
前
に
も
パ
ワ

ー
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

ー
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
駒
ヶ
嶽
碑
の
後
ろ
の
タ

す
。
駒
ヶ
嶽
碑
の
後
ろ
の
タ

ブ
ノ
キ
に
も
力
が
宿
っ
て
い

ブ
ノ
キ
に
も
力
が
宿
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
ラ

る
と
い
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
ラ

イ
ン
と
は
初
耳
で
す
。
ど
う

イ
ン
と
は
初
耳
で
す
。
ど
う

解
釈
し
た
ら
い
い
の
か
尋
ね

解
釈
し
た
ら
い
い
の
か
尋
ね

る
と
、
神
の
領
域
と
他
の
領

る
と
、
神
の
領
域
と
他
の
領

域
を
分
け
る
境
界
線
だ
そ
う

域
を
分
け
る
境
界
線
だ
そ
う

で
す
。
確
か
に
後
ろ
に
は
、

で
す
。
確
か
に
後
ろ
に
は
、

大
太
刀
神
社
が
建
っ
て
い
ま

大
太
刀
神
社
が
建
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
も
パ
ワ
ー
ポ
イ

す
。
こ
こ
に
も
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

ン
ト
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

社
殿
の
左
と
い
う
人
と
地
下

社
殿
の
左
と
い
う
人
と
地
下

だ
と
い
う
人
と
二
通
り
で
し

だ
と
い
う
人
と
二
通
り
で
し

た
。
た
。

　

＊
砂
丘
に
眠
る
宗
氏
の
霊

＊
砂
丘
に
眠
る
宗
氏
の
霊

　

大
太
刀
神
社
は
、
大
館
神

　

大
太
刀
神
社
は
、
大
館
神

社
が
始
ま
り
と
思
わ
れ
ま

社
が
始
ま
り
と
思
わ
れ
ま

す
。
大
館
は
新
田
義
貞
第
一

す
。
大
館
は
新
田
義
貞
第
一

の
武
将
宗
氏
で
す
。
宗
氏
は

の
武
将
宗
氏
で
す
。
宗
氏
は

長
谷
に
攻
め
入
り
ま
し
た

長
谷
に
攻
め
入
り
ま
し
た

が
、
援
軍
な
く
、
こ
こ
で
討

が
、
援
軍
な
く
、
こ
こ
で
討

た
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し

た
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
い
つ
し
か
大
館
の
意

か
し
、
い
つ
し
か
大
館
の
意

味
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
偶

味
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
偶

々
修
験
道
の
人
が
守
る
よ
う

々
修
験
道
の
人
が
守
る
よ
う

に
な
っ
て
、
御
嶽
に
変
わ
っ

に
な
っ
て
、
御
嶽
に
変
わ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

＊
甘
縄
神
明
社
に
も
パ
ワ

＊
甘
縄
神
明
社
に
も
パ
ワ

ー
ラ
イ
ン

ー
ラ
イ
ン　

最
後
に
訪
ね
た

　

最
後
に
訪
ね
た

の
は
、
伊
勢
別
宮
と
い
わ
れ

の
は
、
伊
勢
別
宮
と
い
わ
れ

る
甘
縄
神
明
社
で
し
た
。

る
甘
縄
神
明
社
で
し
た
。

　

奈
良
時
代
の
創
建
、
八
幡

　

奈
良
時
代
の
創
建
、
八
幡

太
郎
義
家
や
頼
朝
も
信
仰
し

太
郎
義
家
や
頼
朝
も
信
仰
し

た
古
社
で
す
。
こ
こ
に
も
数

た
古
社
で
す
。
こ
こ
に
も
数

々
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

々
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
本
殿
前
の
他
、

り
ま
し
た
。
本
殿
前
の
他
、

付
属
の
社
の
五
社
明
神
と
脇

付
属
の
社
の
五
社
明
神
と
脇

の
タ
ブ
ノ
キ
、
本
殿
左
上
に

の
タ
ブ
ノ
キ
、
本
殿
左
上
に

あ
る
秋
葉
神
社
な
ど
で
す
。

あ
る
秋
葉
神
社
な
ど
で
す
。

　

秋
葉
神
社
で
は
、
社
殿
の

　

秋
葉
神
社
で
は
、
社
殿
の

前
に
並
ぶ
ポ
イ
ン
ト
に
関
心

前
に
並
ぶ
ポ
イ
ン
ト
に
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。
社
前
を

が
集
ま
り
ま
し
た
。
社
前
を

横
切
る
線
は
、
右
上
に
あ
る

横
切
る
線
は
、
右
上
に
あ
る

稲
荷
社
と
甘
縄
神
明
社
の
神

稲
荷
社
と
甘
縄
神
明
社
の
神

殿
を
結
ん
で
い
ま
す
。

殿
を
結
ん
で
い
ま
す
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大
根
師
は
「
こ
の
ラ
イ
ン

　

大
根
師
は
「
こ
の
ラ
イ
ン

か
ら
上
が
甘
縄
神
明
社
の
神

か
ら
上
が
甘
縄
神
明
社
の
神

域
に
違
い
な
い
」
と
言
わ
れ

域
に
違
い
な
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

が
鎖
状
に
連
な
る
。
摩
訶
不

が
鎖
状
に
連
な
る
。
摩
訶
不

思
議
な
現
象
で
す
。

思
議
な
現
象
で
す
。

全面ソーラーパネルの新市役所全面ソーラーパネルの新市役所

御嶽神社庚申塔御嶽神社庚申塔

甘縄神明社甘縄神明社

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 2929

長
谷
の
パ
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ー
地
図

長
谷
の
パ
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ー
地
図

コ
ン
サ
ー
ト
中
に
地
震
発
生

逗
子
で
観
客
参
加
型
の
避
難
訓
練

逗
子
で
観
客
参
加
型
の
避
難
訓
練

《
書
評
》

《
書
評
》

栗
拾
い
…
台
風
の
被
害
甚
大

栗
拾
い
…
台
風
の
被
害
甚
大

十
二
所
果
樹
園

十
二
所
果
樹
園

S
D
G
S
先
進
都
市
を
訪
ね
て

先
進
都
市
を
訪
ね
て

S
D
G
S
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長

小
島　

政
行

小
島　

政
行

『
自
伝
的
短
歌
論
』

『
自
伝
的
短
歌
論
』

尾
崎
左
永
子
著

尾
崎
左
永
子
著

永
青
文
庫
・
細
川
庭
園
見
学
と

永
青
文
庫
・
細
川
庭
園
見
学
と

姫
墓
参

姫
墓
参

熊
本
復
旧
支
援
鎌
倉
有
志
の
会

熊
本
復
旧
支
援
鎌
倉
有
志
の
会

参加者参加者
募　集募　集

２０１９年（令和元年）10 月１日 第487号 1部　110円 （２）


